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市内の話題を紹介
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E&Beエフエム

ホームページ

レポートの全文は北上市の
都市ブランドサイト｢きたか
みリズム｣をご覧ください。

放送ではそれぞれの番組で組む相方とのコンビネーションを意識！

　説明しよう!

小原健史とは?!

ある時はナレー

ター、ある時は

カメラマン、あ

る 時 は 動 画 や

WEBコンテンツのクリエーター…、果たしてその実態は!!奥州

のちりめん問屋のご隠居、ではなく、ラジオ番組のパーソナリ

ティを務めています。担当する｢木本有美の…｣では木本さんと

楽しいトークを、「えなだりの…｣では物語エンターテイメント

を、「ON!ラジ｣では少しでも皆さんに｢へぇ～｣と思ってもらえ

る情報を届けるよう心掛け、リスナーの皆さんと楽しく放送し

ていきたいです。さまざまな番組を担当していますが、実は番

組の合間に流れる『こちらは、きたかみいいあんべエフエムで

す』のコールサインも僕がやっています。

　ボートレース観戦が大好きなので、「いつかはボートレース番

組を!」とひそかに野望を抱きつつ、皆さんの心に残る番組作

りに精進します！ぜひ一度、僕の声を聴いてみてください♪

｢Ｏ
オ ニ

Ｎ！ラジ｣(木曜16時)「木

本有美のホットタイム」（月曜

15時）｢えなだりの話っこ｣(木

曜14時20分)を担当

小原 健
たけふみ

史さん

　こんにちは、市民ライターの橋本朋子です。生まれも

北上、育ちもほぼ北上の私が今回書いてみたいなと思っ

たのはかやぶき屋根事情についてです。

　みちのく民俗村は竪穴式住居や武家屋敷など、約７万

㎡の丘陵全体が歴史的建造物の展示場で、日本の原風景

に浸れる人気のスポット。その中にある、国指定重要文

化財･旧菅野家住宅の屋根のふき替えや移設のお話を、小

菅工務店の代表取締役･小菅誠さんに伺いました。小菅

さんは｢民俗村は希少な建物が数多く保存されており全

国的にも珍しい。かやぶきの職人は減少しているが、多

くの子どもたちにも地域の歴史に触れてほしい｣と文化

財を後世に伝える懸命な取り組みを語ってくれました。

　職人が少ない現状やふき替えの事情を知ると、みちの

く民俗村がより素晴らしく、北上市の宝の一つだと感じ

られます。

ラジオパーソナリティ。ラジオと組み合わせて情

報発信していきます。

橋本 朋子さん

(上)みちのく民俗村の竪穴式住居などで見られるかや

ぶき屋根の補修(下)みちのく民俗村の建築物の移設･

復元工事を担った小菅工務店代表取締役の小菅誠さん
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クラブ史上初のＪ２昇格

いわてグルージャが快挙
　八重樫さんは大正10年12月14

日、江釣子生まれ。23歳で故平八

郎さんと結婚し、子ども７人、孫

４人に恵まれました。

　農業を手伝いながら家族を支

え、96歳まで畑仕事や草取りに精

を出しました。まめで穏やかな人

柄で、日記を毎日のように書き、

編み物を趣味としていました。お

祝いを受けて｢うれしいです｣と顔

をほころばせていました。

100歳おめでとうございます

八重樫 ヨシノさん(藤沢)

　Ｊ２昇格を決めたプロサッカー

チーム･いわてグルージャ盛岡の

選手らは本庁舎を訪れ、今年一年

の活動報告と感謝を伝えました。

　牟
む た

田雄
ゆうすけ

祐キャプテンは｢震災か

ら10年の年に新たな歴史を作るこ

とができて幸せ。Ｊ２でもサポー

ターや支援者の思いを背負って全

力で戦いたい｣と述べました。

　来季は、北上総合運動公園での

試合を増やしたいとのことです。

11/23

12/6 12/14

　北上コンピュータ･アカデミー

創立30周年記念式典は、さくら

ホールで行われました。学校関係

者や学生、会員企業約250人が出

席。平成３年の開校以来、情報処

理技術の人材育成施設として、地

域の産業振興に貢献してきたこと

を回顧しました。関係者は今後の

デジタル化に対応できる人材育成

の重要性と、同校に寄せられる期

待や役割を再認識していました。

学校創立30周年を祝う

北コン記念式典

11/30

　展勝地開園100周年記念式典は、市や関係者約170人

が集まり執り行われました。

　展勝地ＳＬ広場での記念植樹式では、東京都小金井

市から贈られた小金井桜と、山田俊和中尊寺前貫首が

育てたカンザクラを植樹。続く顕彰碑除幕式では、展

勝地の生みの親である沢藤幸治氏の功績を伝える顕彰

碑が、みちのく民俗村入口から移設した同氏の銅像、

石碑と共に披露されました。

次の100年に向かう新たな一歩

展勝地開園100周年記念式典

　会場をブランニュー北上に移して行われた式典で

は、沢藤氏の顕彰と、展勝地を長きにわたり支援し育

ててきた団体・個人を表彰。公園整備の推進に尽力し

表彰された軽石昇さん(74歳･立花)は｢展勝地で生ま

れ育てられた。大好きな展勝地を未来に引き継げるよ

う、命ある限り頑張りたい｣と謝辞を述べました。

　また、基調講演では北上市樹木管理アドバイザーの

小林勝さんが、桜の老朽化の現状や対策などを解説。

最後に記念曲｢ゆめみぐさ、まもりて｣が、作曲者の

八木澤教
さ と し

司さんの指揮と黒沢尻北高校吹奏楽部の演

奏により披露され、会場は一層華やいでいました。


